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研究成果の概要（和文）：鍼灸とは文字通り「鍼」の機械刺激と「灸」の温熱刺激をツボに与え、

全身を調整することにより疾病を治療する医療行為である。中国の電熱鍼は、鍼尖 10mm 部分が

発熱しツボ鍼刺激と調整可能な温熱刺激ができるが、鍼体の直径が太く刺鍼痛を伴いやすく、

特殊製造鍼のためコストが高く使い捨てに適さず衛生的でない等の問題点がある。そこでこれ

らの問題点を見直した「温熱鍼システム」では加温方式を高周波に変えることで使い捨て鍼に

よる刺鍼・鍼尖周囲の加温調節を可能にし、刺鍼痛、衛生面での改良が可能となった。 

 
研究成果の概要（英文）：“Acupuncture and Moxibustion”, just as its name implies, is 
combining mechanical (acupuncture) and warm (moxibustion) stimulations of points to treat 
diseases. Chinese Electrothermal Acupuncture（EA）warms up body of needles up to 10 mm 
from the pinpoint by converting electrical energy to heat energy. However, it often 
associates with pain due to thick body and high cost forces the reuse of the needles, 
which creates a cross-contamination concern. Current version of Thermal Acupuncture 
Instrument utilizes high frequency current to warm up traditional one-off needles. This 
method not only works as good as traditional instrument in terms of therapeutic effects, 
but also amends concerns about pain, high cost of needles, and cross-contamination that 
associate with application of EA.     
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１．研究開始当初の背景 
（１）鍼灸（しんきゅう）治療は一般に鍼（は
り）と灸（きゅう）の双方の刺激を与えた方

が治療効果が良いことが多く、中国では治療
手段簡略化のために鍼刺激と灸同様の温熱
刺激を同時に行える現代医用工学技術を応

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2007～2009 

課題番号：19790462 

研究課題名（和文） 高周波を用いた日本初の温熱針システムの開発 

                     

研究課題名（英文） Study of Thermal Acupuncture Instrument 

 

研究代表者 

鈴木 聡（SUZUKI SATOSHI） 

鈴鹿医療科学大学・鍼灸学部鍼灸学科・助教 

 研究者番号：60410932 

 



用した「電熱針」が開発されていた。 
 
（２）中国では電熱針を用いた各種疾患に対
する臨床研究がされており、普通中国針や針
と灸を併用した治療方法よりも効果に優れ
るという報告がみられた。しかし電熱針の針
体は最も細いものでも直径 0.40mm と日本の
鍼灸治療で一般に用いられている鍼の直径
0.18mm よりもかなり太く、刺針の際に痛みを
ともないやすい。そのため電熱針を細くする
ための改良が待ち望まれていた。 
 

２．研究の目的 
中国で開発された電熱針の経験をもとに、

日本の医用電子工学技術を応用した日本初
の「温熱針システム」を開発し、その実用化
を検討する。 
 

３．研究の方法 
（１）中国にある電熱針の現況を調査するた
めに、電熱針専門外来が設置されている北京
市、昆明市、広州市の病院を訪問し、また電
熱針にかんする学術論文を検索することで、
その問題点を抽出する。 
 
（２）問題点について鍼灸治療や温熱療法の
専門家や医療機器の製造販売メーカーと協
議し、より安全性や利便性を追求した温熱鍼
システムを試作する。試作器については、実
際に加温が可能かどうか、筋肉等価寒天ファ
ントムを用い温度センサーやサーモグラフ
ィーを通じて観察する。 
 
（３）試作器の今後の実用化へ向けた検討を
医療機器開発支援機構や医療機器認証機関
などと行う。 
 
４．研究成果 
（１）北京市の中国中医研究院望京病院、昆
明市の昆明中医病院にある電熱針専門外来
を訪問した。担当医らからは電熱針は主に関
節痛など整形外科疾患のほか、胃炎、糖尿病
といった内科疾患にも応用され、さらに幅広
い疾患への応用も可能とのことであった。ま
たその効果については中国国内外に投稿さ
れている学術論文から確認することができ、
夏玉清らのグループから積極的に発表が行
われていた。電熱針の治療時間は約 30 分、
刺針部位、温度調整は疾患別に使い分けられ
ていた。改善点としては、各病院の担当医と
も針直径が太く刺針の際に痛み易い、特注針
であるためコストがかかるなどを指摘して
いた。 
 
（２） 
①刺鍼痛を軽減し衛生面を向上させコスト
を抑えるには、日本の一般鍼灸治療で使われ

ている鍼直径が細く、使い捨てのディスポー
ザブルステンレス鍼を利用することが理想
と判断した。そしてこれを用いて加温する方
法を検討した結果、ハイパーサーミア療法で
応用されている高周波加温技術を用いるこ
とで鍼尖周囲を加温することに決定した。 
 
②ディスポーザブルステンレス鍼を鰐口ク
リップで装着し、出力調整が可能な 13.56MHz
の高周波発生装置「温熱鍼システム」を製作
した（図１）。 
 
③ディスポーザブルステンレス鍼（0.18 mm
×40mm）を筋肉等価寒天ファントムに 20mm
刺入し、試作の温熱鍼システムで 1W、2W、3W
の出力で 15 分間鍼尖に向けて高周波を照射
し、鍼尖周囲温度を測定した結果、出力が高
まるにつれ鍼尖周囲の温度も上昇し、鍼尖周
囲を任意に加温できることが分かった。また
サーモグラフィーで加温領域を確認したと
ころ鍼尖周囲の局所的な加温が確認できた
（図２、３、４）。さらに対面電極面積を大
きくすることで温度をさらに上昇させ、鍼と
対面電極の位置関係や刺鍼角度によって加
温領域に変化をもたらすことも分かった。 
 
（３）温熱システムの実用化を視野に、先端
医療振興財団等の医療機器開発支援機関や
伊藤超短波等の医療機器メーカーと検討を
行った結果、本装置は技術的な問題はほぼ解
決されてはいるが、大臣承認が必要な医療機
器でさらには新規医療機器として審査され
る可能性があるため、厳格な安全性確認のも
と治験が必要となり、数千万以上の費用と数
年の時間がかかることが予想され、以下のよ
うな検討課題が新たに判明した。 
 
・新規医療機器の開発になれている企業と連
携し、鍼灸器機よりも癌や腫瘍と言ったさら
に幅広い全般医療機器としての応用を目指
す。 
・医療機器申請の過程が比較的簡単なクラス
Ⅱに分類されるような仕組みに改良する。
例：電極を鍼や体表面に装着しない等。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１：温熱鍼システム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２：寒天ファントムに刺鍼し高周波を照射 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３：温度上昇と高周波出力の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4：サーモグラフィーによる温度分布観察 
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